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研究成果の概要（和文）：本研究では，非同期分散型e ラーニングの学習者に必要とされる自己調整学習における学習
支援者の負荷軽減と，学習者の自己調整スキル習得を目指す支援システムを開発・評価した。具体的には、デジタルス
トーリーテリングコンテンツを用いたモデリング（学習方略提示）、ログデータ解析から測定された学習者の自己調整
レベルに応じたフェーディング（自律的学習促進）を可能にするシステムを開発し、複数の授業を通して評価した。

研究成果の概要（英文）：In this research, a dual-support system for asynchronous distributed e-learning 
was developed and assessed. It had been designed for learners’ self-regulated learning (SRL) skill 
acquisition and e-mentors’ load reduction. The following functions were equipped in the system: a 
learner-strategy modeling function to provide learning strategies with digital storytelling contents, and 
a support fading function to provide a appropriate support suitable to a learner’s SRL level to promote 
his/her autonomy. The support fading function was designed to stop or decrease leaner supports when a 
learner’s SRL level increases and it becomes unnecessary. The dual-support system was evaluated and 
validated through several classroom practices.

研究分野： 情報システム学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は，非同期分散型 e ラーニングにお

ける学習者の自己調整学習への介入方法の
開発という側面と，e メンタの負荷軽減とい
う側面を持っている．両研究に関する開始当
初の背景事情は，次のとおりであった． 
自己調整学習への介入方法に関する研究

は，主に中等教育までの児童・生徒を対象に
して，教室における学習者の観察や，学習者
アンケートによって収集されたデータの分
析に基づくものであった．また，ＩＣＴを活
用した自己調整学習の支援研究も，学習者の
主観的・定性的なデータを用いて開発要件を
検討するものが多く，学習活動自体の定量的
データを主な分析対象とした研究はほとん
どみられなかった． 
しかし，e ラーニングで用いられる学習管

理システムには，コンテンツやテストに対す
るアクセスログ，コミュニケーションの記録，
成績等のデジタルデータが自動的に蓄積す
るため，これらを分析することによって，学
習活動の実態を把握することができる．本研
究は，この特徴に注目し，定量的データを用
いた自己調整スキル・方略の修得状況の可視
化に基づいた自己調整学習支援システムを
開発するものであり，アクセスログやコミュ
ニケーションデータを活用する e ラーニン
グの自己調整学習支援研究として位置づけ
られる． 
一方，e メンタの負荷軽減システム開発に

関する研究動向は，後述するように，もっぱ
ら計画フェーズ（学習前）に焦点を当てた本
研究の研究代表者・分担者（以下，本研究グ
ループ）の成果が中心であった．また，海外
の研究においても学習者自身への直接の支
援システム開発に焦点が当てられ，学習支援
担当者の負荷軽減という視点からの研究は
少ない状況であった． 
そこで，本研究は，該当する e ラーニング

を受講した者に学習時間の配分や e メンタ
へのヘルプシークの仕方など学習方法を語
らせ，それらをモデリングのためにコンテン
ツ化することによって，学習者のスケジュー
ル管理，すなわち修了率の確保に焦点を当て
てきた学習支援の活動範囲を拡大する．それ
と同時に，自己調整の習得度に応じたフェー
ディング（足場外し）方法開発によって遂行
フェーズにおける e メンタの負荷軽減を図
る研究としての性格を持つものとして開始
された． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，非同期分散型 e ラーニン

グの学習者に必要とされる自己調整学習の
遂行フェーズ（学習中）および自己内省フェ
ーズ（学習後）における学習支援者（以下，
e メンタ）の負荷軽減と，学習者の自己調整
スキル習得を目指す支援システムを開発・評
価するものである．具体的には以下の３点を
達成することを目的としていた． 

（１）学習者のデジタルストーリーテリング
（以下，ＤＳＴ）を活用したモデリングによ
る，遂行フェーズにおける学習支援方法の開
発 
（２）自己調整スキルの習得度測定手法とそ
れに対応した学習支援のフェーディング方
法の開発 
（３）既存の学習者負荷軽減システムへの上
記（１）および（２）の機能の実装と評価 
したがって，本研究は，該当する e ラーニ

ングを受講した者に学習時間の配分や e メ
ンタへのヘルプシークの仕方など学習方法
を語らせ，それらをモデリングのためにコン
テンツ化することによって，学習者のスケジ
ュール管理，すなわち修了率の確保に焦点を
当ててきた学習支援の活動範囲を拡大する．
それと同時に，自己調整の習得度に応じたフ
ェーディング（足場外し）方法開発によって 
遂行フェーズにおける e メンタの負荷軽減
を図る研究としての性格を持っていた． 
 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するために，以下の通

り，４つの研究テーマを設定し，3 年度にわ
たる研究計画を立てて，代表者・分担者間で
各テーマを分担した． 
（１）ＳＮＳ（コミュニティシステム）およ
びＬＭＳ（学習管理システム）のログデータ
を解析し，学習者の自己調整レベルを測定す
るアルゴリズムの開発 
（２）ＤＳＴによる自己調整学習のモデリン
グ支援方法 
（３）自己調整レベルに応じたフェーディン
グ方法 
（４）上記（１）～（３）の研究成果に立脚
した e メンタ/学習者支援システム開発・評
価 
これらの研究のうち，平成２４年度には

（１）および（２）を，平成２５年度には（３）
および（４）のプロトタイプ作成を，平成２
６年度には（４）の形成的評価，改善，改良
版システムを用いた総括的評価を予定して
いた． 
本研究グループは，平成２３年度までにＳ

ＮＳとＬＭＳを融合した e ラーニングシス
テムとその追加モジュールである学習支援
システムを開発済みであり，同システムは非
同期分散型 e ラーニング自己調整尺度に基
づいた学習者の分類と e メンタの活動プラ
ン生成をすでに実装していた． 
本研究は，これに加えて，①自己調整スキ

ルレベル測定・表示機能，②学習者に対する
モデルコンテンツ表示機能，③e メンタに対
するフェーディング方法提示機能を追加す
ることを目指した． 
具体的な予定としては，平成２５年度末ま

でに，システムのプロトタイプを開発し，平
成２６年度に学習者およびeメンタによるプ
ロトタイプの形成的評価，その結果を反映す
る改良，さらに改良を加えたシステムを対象



とした総括的評価を実施する予定で研究に
取り組んだ． 
 
４．研究成果 
本研究は，上記 4つのテーマの研究に取り

組み，当初の目標をおおむね達成した．以下
各テーマの成果概要を述べる． 
第一のテーマである，システムログの解析

をふまえた，学習者の自己調整レベル測定ア
ルゴリズム開発に関しては，自己調整に着目
した学習者タイプ分類と支援方法のマッチ
ング方法を特定し，後述するシステムに実装
した．特に、受講前の自己調整度アンケート
および受講初期の学習活動から、学習者のタ
イプ分けをするアルゴリズムは、実際に学習
管理システムに実装され、自動化に成功した
（齋藤ほか 2012）。また、学習者の中で大き
な割合を占める締切り間際に学習するタイ
プの学習者（駆け込み受講者）については、
さらに詳細な分析に基づいて、その特徴を明
らかにできた。その結果、駆け込み受講者の
中には、計画的に駆け込み受講を行ない、成
績もよい群と、計画性がなくやむを得ず駆け
込み受講になる群が存在することが判明し、
これら二群を識別するシステムとして改善
できた（合田ほか 2013, 2014, Goda et al. 
2015，山田ほか 2012， 松田ほか 2012 など）。 
第二のテーマである，デジタルストーリー

テリングによる自己調整学習のモデリング
は，e ラーニング受講生に対して前年度同一
科目を受講した先輩学生によるデジタルス
トーリーテリングコンテンツを提供し，受講
促進や発言数などにおいてコンテンツの効
果が示唆された（松田ほか 2014）．本テーマ
に関しては、現在、どの程度の強制力を持っ
て、どのタイミングでデジタルストーリーテ
リングコンテンツを受講させるべきである
かに関する調査研究を続けている。 
第三のテーマである，自己調整レベルに応

じたフェーディング方法では，フェーディン
グの段階設定とタイミングを検討し，後述す
るシステムにおいて仮説モデルを構築して
フェーディングを試行した（Goda et al. 2014, 
山田ほか 2014）． 
最後に，上記三テーマを統合した eメンタ

および学習者の支援システムとして，ＳＮ
Ｓ・ＬＭＳをベースとしたシステムを開発し
た．同システムには，自己調整に関するアン
ケート機能と受講ログのカテゴライズ機能，
さらにそれらに基づいた学習者の種類判別
機能および学習支援メッセージ提案機能を
実装できた．本テーマの知見は現在論文とし
て執筆中である。 
最終的に，同システムを用いた授業を通し

てシステムの総括的評価を行なう予定であ
ったが，一部の機能の不具合によってすべて
の機能の評価までには至らなかった．しかし，
本研究を通して開発されたシステムは，自己
調整学習理論をベースにしたeラーニング学
習者支援システムとして，定量的データを用

いた学習者モデリングによる複合的な支援
機能を備えており，新規性および有用性を持
つと考えられる． 
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